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論 文 内 容 の 要 旨 
幼若ホルモン(JH)は昆虫の成長制御をはじめとする、様々な昆虫生理機能の調節に関与するホル
モンの一つである。JH は昆虫生理学研究の進展に必要不可欠なホルモンであるのみならず、農薬
のリード化合物として利用されるなど幅広い分野において重要な役割を担ってきた。1967 年、チ
ョウ目昆虫の一種から JH Iが初めて構造決定されて以来、現在までにチョウ目とハエ目昆虫から
6種の JH 類が見出されている。カメムシ目の JH は 1934年頃、既にその存在が確認されていた。
その後の研究によって他の昆虫の JH とは異なる構造であることが示唆されたが、その構造は未解
明のままであった。本論分では、カメムシ目昆虫の一種チャバネアオカメムシ由来 JH の構造決定
とその構造活性相関研究について述べる。 
 本論文は全三章から成り、第一章では JH の生物学的および化学的研究背景、本研究における実
験動物であるカメムシ目昆虫の特徴について概説する。第二章では、カメムシ目昆虫チャバネアオ
カメムシ由来の新規 JH である JHSB3の構造決定について述べる。まず、標的 JH の生合成研究
と MS 解析で得られた知見に基づいて推定した候補構造を 32 種の立体異性体混合物として合成し
た。次いで、各種機器分析、生物活性評価、および不斉合成を組み合わせて標的分子構造を絞り込
むアプローチによって、標的 JH は鎖状セスキテルペン上にオレフィンを挟み 2 つのキラルエポキ
シドが存在する新規な構造であることを明らかにし、JHSB3と命名した。第三章では JHSB3の構
造活性相関について述べる。カメムシ目に選択的な防除剤開発の基盤研究として、JHSB3 に存在
する 2 つのキラルエポキシド、三置換オレフィン、メチルエステル、および側鎖メチル基に関する
アナログを合成し、活性発現に及ぼすこれら官能基の影響を調べた。その結果、チャバネアオカメ
ムシに対する活性発現には 1位にエステルカルボニル基と 2R,3Sの立体化学を有するエポキシド、
10,11位エポキシドあるいは 11位メトキシ基や Cl基の 3つの官能基の共存が必要であることを明
らかにできた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 幼若ホルモン（JH）は昆虫の成長制御をはじめとする様々な昆虫生理機能の調節に関与するホル
モンの一つであり、昆虫生理学的研究において中心的な役割を果たすとともに農薬開発のリードとし
て用いられてきた。1967 年にチョウ目昆虫から JH1 が初めて構造決定されて以来、現在までにチョ
ウ目とハエ目から 6 種の JH が見出されている。一方、カメムシ目の JH はその存在が示唆されてき
たものの構造は未解明であった。本論文はカメムシ目昆虫の一種であるチャバネアオカメムシ由来の
新規 JH の構造決定とその構造活性相関研究について述べている。 
 本論文は三章からなり、第一章では JH についての生物学的および化学的な研究背景と本研究の実
験動物であるカメムシ目昆虫について概説している。第二章では、チャバネアオカメムシ由来の新規
JHの構造決定について述べている。実験昆虫の JHは極微量であるため、まず、その生合成を利用し
て得られた試料の GC/MS 解析をもとに推定構造式が導かれた。次いで、可能な 32 種の候補化合物
ライブラリーを化学合成で構築し、各種機器分析と生物活性評価、及び不斉合成を組み合わせて構造
決定に取り組んだ。その結果、新規 JH は鎖状セスキテルペン上にオレフィンを挟んだビスエポキシ
ド構造をもつことを初めて明らかにし JHSB3と命名した。第三章では、 JHSB3の構造活性相関研究
に取り組み、１位のカルボン酸エステル基、2R,3S-エポキシド、さらに 10,11-エポキシドの存在が活
性発現に重要な役割を果たしていることを示した。あわせて数種の高活性誘導体を見出した。 
以上のように、本論文は長年の課題であったチャバネアオカメムシ由来の新規 JH、JHSB3 の構造
決定を解決に導き、これにより昆虫生理機能研究分野への新規 JH の供給を可能とした。あわせて、
構造活性相関研究により、活性発現に必須の官能基を特定した。これらの知見は、JHSB3を基盤とす
るカメムシ特異的農薬開発に向けての指針を示すものである。よって、博士（理学）の学位を授与す
るに値するものと審査した。 
